



昭和19年 9 月 1 日	 埼玉県川越市にて出生
昭和39年 4 月	 早稲田大学第一法学部入学
昭和43年 3 月	 早稲田大学第一法学部卒業
昭和43年 4 月	 早稲田大学大学院法学研究科修士課程公法学専攻入学
昭和45年 3 月	 早稲田大学大学院法学研究科修士課程公法学専攻修了（法学修士）
昭和46年 4 月	 早稲田大学大学院法学研究科博士後期課程公法学専攻入学
昭和48年 4 月	 早稲田大学法学部助手［～昭和51年	 3 	月］
昭和51年 3 月	 早稲田大学大学院法学研究科博士後期課程公法学専攻単位取得満
期退学
昭和51年 4 月	 早稲田大学法学部専任講師（刑法）［～昭和53年 3 月］
昭和53年 4 月	 早稲大学法学部助教授（刑法・刑法各論）［～昭和58年 3 月］
昭和58年 3 月	 早稲田大学長期在外研究（西ドイツ、フライブルク市のマック
ス・プランク外国・国際刑法研究所）［～昭和60年 3 月］
昭和58年 4 月	 早稲田大学法学部教授（刑法・刑法各論・経済刑法担当）［～平
成15年 9 月］
昭和60年 4 月	 早稲田大学大学院法学研究科修士課程公法学専攻（刑法）担当
［～平成26年 3 月］
昭和60年 9 月24日	 法学博士（早稲田大学）
昭和62年 4 月	 早稲田大学大学院法学研究科博士課程公法学専攻（刑法）担当
［現在に至る］
平成 2年 9月	 早稲田大学法学部教務担当教務主任［～平成 6年 9月］
平成 4年 4月	 千葉大学法経学部非常勤講師［～平成 6年 3月］
平成 5年 4月	 獨協大学法学部非常勤講師［～平成20年 3 月］
平成11年10月	 早稲田大学比較法研究所所長［～平成14年 9 月］
平成14年 4 月	 国士舘大学法学部非常勤講師［～平成15年 3 月］
平成16年 4 月	 早稲田大学大学院法務研究科教授（法学部との併任）
平成16年 9 月	 早稲田大学法学学術院教授（※機構改革による）［現在に至る］
平成18年 3 月	 弁護士登録（第 2東京弁護士会）［現在に至る］
平成26年 4 月	 早稲田大学大学院法務研究科教授（法学部との併任解消）［現在
に至る］
238　　早法 90 巻 3 号（2015）
二　社会貢献活動など
昭和63年 6 月	 第二東京弁護士会懲戒委員会委員（第二東京弁護士会）［～平成
18年 1 月］
平成 7年 7月	 法学・政治学視学委員（文部科学省）［～平成15年 3 月］
平成 8年 4月	 判定委員会幹事（大学基準協会）［～平成14年 3 月］
平成10年10月	 本協会のあり方検討委員会小委員会委員（大学基準協会）［～平
成12年 6 月］
平成11年 7 月	 判定委員会大学審査分科会（第 3 群）幹事（大学基準協会）［～
平成12年 3 月］
平成11年 3 月	 本協会のあり方検討委員会小委員会本協会の大学評価システム検
討分科会委員（大学基準協会）［～平成12年 6 月］
平成12年 1 月	 司法試験第二次試験考査委員（刑法担当）（法務省）［～平成17年
12月］
平成12年 6 月	 本協会のあり方検討委員会小委員会委員（大学基準協会）［～平
成16年 3 月］
平成12年 6 月	 本協会のあり方検討委員会小委員会評価組織体制・プロセス等検
討分科会委員（大学基準協会）［～平成16年 3 月］
平成12年 6 月	 判定委員会大学審査分科会（第 6 群）幹事（大学基準協会）［～
平成13年 3 月］
平成13年 7 月	 判定委員会大学審査分科会（第 1 群）幹事（大学基準協会）［～
平成14年 3 月］
平成13年 8 月	 特別研究員等審査会専門委員（日本学術振興会）［～平成15年 7月］
平成14年 5 月	 相互評価委員会大学評価分科会（第 9群）委員（大学基準協会）
［～平成15年 3 月］
平成14年 5 月	 相互評価委員会法学系第 2専門評価分科会委員（大学基準協会）
［～平成15年 3 月］




平成18年 4 月	 法科大学院試行評価委員会委員（大学基準協会）［～平成19年 3
月］
平成20年 4 月	 法科大学院評価委員会分科会委員（大学基準協会）［～平成23年
3 月］














































































稲田法学53巻 1 ＝ 2 号［105～174頁］（昭和53年 3 月）早稲田大学法学会
「実行の着手─折衷説の検討を中心として─」中山研一＝西原春夫＝藤木英雄＝宮





「未遂犯における違法性」刑法雑誌24巻 3 ＝ 4 号［432～472頁］（昭和57年 2 月）日本刑
法学会


































研修587号［ 3～10頁］（平成 9年 5月）法務総合研究所
「西原教授の犯罪論体系について」『西原春夫先生古稀祝賀論文集　第一巻』［469～493
頁］（平成10年 3 月）成文堂
「経済刑法の論点（ 1）インサイダー取引の刑事責任」現代刑事法 1 巻 1 号［108～119
頁］（平成11年 5 月）現代法律出版
「経済刑法の論点（ 2）相場操縦罪」現代刑事法 1 巻 2 号［104～112頁］（平成11年 6
月）現代法律出版
「経済刑法の論点（ 3）損失補てん罪」現代刑事法 1巻 3 号［111～118頁］（平成11年 7
月）現代法律出版
「経済刑法の論点（ 4）利益供与罪」現代刑事法 1巻 4 号［92～102頁］（平成11年 8 月）
現代法律出版
「経済刑法の論点（ 5）特別背任罪」現代刑事法 1 巻 6 号［103～112頁］（平成11年10
月）現代法律出版
「経済刑法の論点（ 6）ネズミ講」現代刑事法 1 巻 7 号［120～127頁］（平成11年11月）
現代法律出版
「経済刑法の論点（ 7）独占禁止法の罰則（その 1）」現代刑事法 2 巻 3 号［105～110
頁］（平成12年 3 月）現代法律出版
「経済刑法の論点（ 8）独占禁止法の罰則（その 2）」現代刑事法 2 巻 4 号［115～120
頁］（平成12年 4 月）現代法律出版
「経済刑法の論点（ 9）独占禁止法の罰則（その 3・完）」現代刑事法 2巻 5 号［120～
127頁］（平成12年 5 月）現代法律出版
「経済刑法の論点（10）出資法上の罪」現代刑事法 2 巻 6 号［112～121頁］（平成12年	
6 月）現代法律出版














「経済刑法の論点（14）両罰規定について」現代刑事法 3巻 2 号［110～116頁］（平成13
年 2 月）現代法律出版









月10日判決を契機として─」現代刑事法 6巻 2 号［59～64頁］（平成16年 2 月）現代
法律出版
「企業と市場に係る刑事法制の研究」野村稔＝曽根威彦＝田口守一［共著］企業と法創
造 1 巻 1 号［42～43頁］（平成16年 4 月）早稲田大学21世紀 COE《企業法制と法創造》
総合研究所
「刑法からみた独占禁止法改正問題」企業と法創造 1巻 1 号［140～146頁］（平成16年 4
月）早稲田大学21世紀 COE《企業法制と法創造》総合研究所
「経済刑法からみた独禁法改正問題─犯則調査権限の導入・罰則規定の見直しを中心
として─」現代刑事法 6巻 6号［58～70頁］（平成16年 6 月）現代法律出版




ーバル化の法─』［ 5～26頁］（平成18年 3 月）早稲田大学比較法研究所
「長銀粉飾決算事件控訴審判決の検討─資産査定通達等と罪刑法定主義（再論）」研修
695号［ 3～10頁］（平成18年 5 月）法務総合研究所
244　　早法 90 巻 3 号（2015）
「外国為替証拠金取引の規制について─先物取引に関する犯罪─」『神山敏雄先生古
















































































































改正前のもの） 8条の 2 の船籍簿と刑法157条 1 項にいう『権利若しくは義務に関する
公正証書の原本』【 2】小型船舶の船籍及び総トン数の測度に関する政令（平成13年政





























念および特徴（ 2）」野村稔＝張凌［共訳］比較法学37巻 2 号［313～335頁］（平成16年
1 月）早稲田大学比較法研究所






















川正興＝木村利人［共著］早稲田法学63巻 2 号［217～219頁］（昭和63年 4 月）早稲田
大学法学会
「〔特集　共謀共同正犯理論の総合的研究〕はじめに」刑法雑誌31巻 3 号［275～282頁］
（平成 3年 1 月）日本刑法学会
「〔日本刑法学会第68回大会ワークショップ〕未遂犯」刑法雑誌31巻 3 号［375～379頁］






「大学評価における評価の視点」大学評価研究 2号［102～105頁］（平成14年 3 月）大学
野村　稔教授・主要業績目録　　249
基準協会










ム 2号［ 2～ 7頁］（昭和61年 4 月）法研自治会常任委員会
「『出て来い』の一言」早稲田大学大学院法学研究科西原研究室編『多祥竹簡集』［31～
32頁］（昭和63年 4 月）成文堂
「法学部のカリキュラム改革」早稲田学報復刊48巻 4 号［30～31頁］（平成 6年 5月）早
稻田大学校友会
「刑法と人生」警察公論54巻 1 号［16～19頁］（平成11年 1 月）立花書房
「研究生活の途上において」法学部報 9号［ 5～ 6頁］（平成11年 4 月）早稲田大学法学
部
「序文」早稲田大学比較法研究所編『日本法のアイデンティティに関する総合的・比較
法的研究─源流の法とグローバル化の法─』［ 1～ 2頁］（平成18年 3 月）早稲田大
学比較法研究所
「献呈の辞」早稲田法学84巻 3 号［ⅰ～ⅲ頁］（平成21年 3 月）早稲田大学法学会
「献呈の辞」早稲田法学85巻 3 号（第 1 分冊）［ⅰ～ⅶ頁］（平成22年 3 月）早稲田大学
法学会
